
月例会報告

月例会rレーダー気象」の報告

　はじめに

　1990年12月18日に行われた月例会「レーダー気象」の

概要を報告する．

　はじめに，航空機搭載レーダーの利用についての話題

提供があった．このレーダーは，運航中の航空機が積乱

雲を回避するのに利用されている．積乱雲回避の目安と

なるエコー頂高度の測定結果はノイズの影響などによ

り，雲頂高度と一致しないという間題点が指摘された．

今後データの蓄積や地上のレーダーと航空機搭載レーダ

ーの比較等により問題解決が望まれる．

　次に新しい測器として落雷位置を測定するLPATS

（Lightning　Positioning　And　Tracking　System）の概要

と観測例が紹介された．レーダーのエコー強度と落雷位

置を比較すると，同程度のエコー強度でも落雷を伴うも

のと伴わないものが有ることがわかった．

　3題めは，成田空港で観測された突風を伴ったメソ前

線をドップラーレーダーで観測した例である．ドップラ

ーレーダーでメソ前線の微細構造が明らかになった．

　最後に，啓風丸のレーダーで観測された熱帯のクヲウ

ドクラスターの解析例が示された．西太平洋の熱帯のク

ラウドクラスターに関しては，レーダーによる研究があ

まり行われていない．今後の解析結果が期待される．

　この月例会では，今後ともレーダーに関係した測器か

ら，現象の解析まで幅広い話題を紹介して行くつもりで

ある．

　　　　　　　　田畑明，榊原均（気象研究所）

　1．AIRBORNE　RADAR
　　　　　　　　　　　　　　本江　彰（日本航空）

　1・1航空機に対する積乱雲の影響

　航空機は積乱雲中で，激しい揺れ，被雷，着氷，電，

などの影響を受ける．積乱雲中の大量水滴によって，す

べてのエンジンが停止して事故に至った例も，報告され

ている．

　1．2　積乱雲の回避

　各航空会社とも積乱雲中の飛行は，できるだけ避ける

ように指示している．

　1．3　航空機搭載レーダーの性能

　航空機搭載レーダーの性能を第1表に示す．

　1・4　レーダーの利用法

　パイロットは目視できない夜間又は雲中の積乱雲を，

レーダーで探知して回避操作を行う．基本的には，積乱

雲の上方を飛び越えるか横に避けることになる．

　目本航空では標準的なレーダーの使用方法を示したガ

イドラインを乗員に配布している．

　各飛行フェーズにおける基本的な考え方は；

　離陸；まず出発コースの安全を確認する．地上から

　　　　　の反射によるノイズを消すために，TILTは

　　　　　比較的上方に向ける．

　上昇中；高度の上昇と共にレーダーのTILTを変え，

　　　　　高い雲を探知する．

　巡航中；通常，巡航高度に合わせてTILTを2度程

　　　　　度下方に向け，航路上で飛行高度にかかる高

　　　　　い積乱雲がないか探知する．積乱雲の高さが

　　　　　巡航高度にかかっているかどうかの判定の具

　　　　　体的な方法は，スコープ上のエコーがどの程

　　　　　度近づいた時点で消えるかである．

　進入中；降下中の高度に合わせて，スコープ上の一一部

　　　　　にグラソドエコーが映るように，TILTを調

　　　　　整する．この操作は，グランドエコーとウエ

　　　　　ザーエコーを区別するためと，強い反射によ

　　　　　るRADAR　SHADOWを見つけるためであ

　　　　　る．進入中に経路上にある積乱雲の高さを，

　　　　　判定することは非常に難しい．

　一般的に高速で移動する航空機においては，複雑なレ

ーダーの操作をする時間的な余裕のない場合も多い．

　1・5航空機搭載レーダーの間題点

。航空機レーダーの特徴としては，スコープ上のノイズ

を少なくするために20dBZ未満の反射は表示されない．

したがって，レーダーのエコー頂高度と雲頂高度が一致

していない．このため千差万別の状況下で短時間に，積

乱雲の高度を判定することが難しい．

　レーダー自体の性能の研究もさることながら，積乱雲

の構造の研究も望まれる．

1991年8月 33
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　　　　第1表

航空機気象用レーダ諸元表

送受信機 アンテナ

番号 搭載航空機

型式 周波数 出力 型式 利得・ ビーム角度（一3dB　Point）

1 AVQ－30X

（Aロalo9〉

9，345MHz 60KW 躍価592087 32dB 2．9degree

2

B－747

WRT－701X

（DigitaD

9，333誕Hz

9，335MHz

　　　150W

（200W／TURBOn1y）

解A－701X 31dB 3．6degree

3 B－747－400 SameasB－747Dl8ita1Type

4 B－767 Sa㎝easB－747Dlgita1Type

5 PC－10 RDR－1F

（A照109〉

9，375襯z 65KW ANT－1T 33dB
2．9degre“

　2・LPATSによる落雷捕捉と気象レーダーとの照合

　　　　　　　　　　上野　悟（ウエザーニューズ）

　LPATS（Lightning　Positioning　and　Tracking　Sys－

tem）は，対地雷の発生を検出し，その位置，発生時刻，

落雷電流値のピーク，落雷電流極性等を標定するための

システムである．LPATSは複数（4～6台）の落雷電

磁波受信装置：リモート・レシーバと，1台の落雷デー

タ中央解析装置：セントラル・アナライザ，及び落雷デ

ータ画燥処理装置：ピデオ・インフォメーション・シス

テムから構成される（第1図）．

　LPATSは，落雷位置標定アルゴリズムとして，TOA

（Time　Of　Arriva1：到達時間差）方式を採用している．

このTOA方式は，複数のリモート・レシーパが，落

雷による強力な電磁波を受信した時間差から，それらを

満足する落雷位置を標定する方法である．このため，

LPATSは，リモート・レシー・ミの設置場所の影響や，

受信電磁波強度等の影響を受けにくく，高精度の落雷位

置標定が行える．さらにLPATSは，r自然現象の中

で，数100km以上も離れた複数の地点で，同時に観測

される空電現象は，落雷以外有り得ない」という落雷の

特徴を利用しているため，原理上高い落雷捕捉率を有す

る．

34

　セントラル・アナライザにより捕捉・標定された落雷

は，ビデオ・インフォメーショソ・システム端末の地図

上にプロットされる．ビデオ・インフォメーショソ・シ

ステム端末では，落雷発生時間別ごとの色分け表示や，

表示位置の拡大縮小をはじめとする，各種の処理のほ

か，あらかじめ設定された警戒範囲への落雷発生を，発

信音でユーザに告知する等，早期の落雷対策を支援する

機能を有する．

　実際にLPATSにより標定された落雷位置を表示した

例を第2図aに示す．この例は，平成2年12月11日に

西日本から東日本にかけて大雨や台風並の突風，竜巻を

もたらした発達中の低気圧によって発生した落雷を，

LPATSが捕捉したものである．落雷の発生位置をレー

ダーエコー分布（第2図b）と比較すると，このケース

では，エコー域の先端部にある線状エコー域の一部で落

雷が発生していることがわかる．

　5・台風8922通過時に成田空港に突風をもたらした

　　メソ前線

　　　　　　　　　　　　　藤部文昭（気象研究所）

　1989年9月20日朝，台風22号が南関東を通った際，成

田空港では気温低下と風向の変化（南東→北）に続いて

、天気”38．8．
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ていた．強風（北風）は前線にほぼ平行であり，前線の

通過直後にはごく低い高度（200m以下）に20ms－1を

超える風速極大を持っていた．

　4・西部太平洋，熱帯収束帯内のクラウドクラスター

　　の啓風丸によるレーダー観測

　　　　　森一正，田中実，丸山健人，本多庸浩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（気象研究所）

　　　　　　　　　　　　　　　飛田　良（気象庁）

　気象庁のレーダー搭載海洋気象観測船啓風丸は1989年

から毎年1回，6月を中心に熱帯擾乱観測，海況把握を

目的とした西部熱帯太平洋域での観測航海を実施してい

る．我々はこの観測航海を，この海域での最初のクラス

ターを対象とした組織だったレーダー観測の機会として

位置づけ，クラスターの内部構造に関するより多くの情

報を得ることを目的として，主に10。N以南での①レー

ダー連続観測，②高層，海上気象臨時観測（各々6時間

毎，1時間毎），③クラスターヘの機動観測，からなる

要望を提出した．気象庁海洋気象部の協力と，我々の観

測支援（研究者の乗船，リアルタイムの雲解析資料の配

信）の下ほぽ要望を満たす強化観測が実施され，これま

で2回，合計12日の観測期間中に11例のクラウドクラス

ターが観測されている．

　観測されたクラスターのうち，1990年6月8～9日，

7。N，137。E付近でその発展段階がほぼ啓風丸レーダー

で観測されたクラスターについて事例解析を行った．衛

星資料から，このクラスターの寿命は半日～1日，最大

規模約500kmで，6月8日14～16Z頃，2～30km規
模のCbが発生し，8日16Z～23Zにその南西側に急

速に雲域が拡張（発達期），8日23Z～9日01z頃には

約500km規模にまで達し（成熟期），9日01～06Zに

　　　　　　蓑弱
　　　成熟
　　　　　　￥

発達＼§9
、癖澱
♂・、・厳施
　　区ε＼　簡
発生　　o　　、　　　　￥

〆。＼竃　　下層風

第4図　クラスターの微細構造の模式図．

は急速に衰弱するというライフサイクルであったことが

指摘でぎる．

　その発達期の微細構造を解析した．発達後期（8自

22Z）にはこのクラスターは形状の特徴から区別される

4つの100km規模のエコー（サブシステムと呼ぶ），

即ち，下層風の風上側から順に，セル状エコー群，ライ

ン状エコー（群），所々に反射強度の強いエコーが埋め

込まれている大きな面状エコー，散在する弱いエコーか

ら構成されていた．一方一つのサブシステムは，セル状

エコー群として発生し，ライソ状エコー群へと発達の

後，それらが融合した，強いエコーの埋め込まれている

面状エコーヘと成熟の後衰弱するというライフサイクル

を持っていた．この時下層風は西風であり新しいサブシ

ステムはクラスターからみて下層風の風上側（南西方

向）に発生していた．以上まとめるとr500km規模の

クラスターは下層風の風上側ほど若いステージにある複

数の幅約100kmのサブシステムから構成され，下層風

の風上側に次々に新しいサブシステムが発生することで

発達した．」ということができる（第4図参照）．

r変動気候下での緑資源と食糧生産に関する国際シンポジウム」

主催：日本農業気象学会

共催：日本学術会議，日本気象学会，他

開催期間：1992年10月13日（火）～10月17日（土）の5

　　　　　日間

開催場所：研究交流セソター（つくば市内）

36

シンポジウム計画の概要

　シソポジウムでは，数名の国内および海外の研究者に

よる招待講演，一般応募研究者の口頭およびポスターに

よる研究発表を行います．

連絡照会先　TeL　O298－38－8204

、天気”38．8．


